
議案第１５号 

 

北本市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部 

改正について 

 

北本市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を次のよ

うに改正する。 

 

 

平成２４年２月２０日 提出 

 

 

北本市長 石 津 賢 治 

 

 

北本市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改

正する条例 

 

第１条 北本市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（平成１

９年条例第７号）の一部を次のように改正する。 

附則第６項中「相当する額」の次に「からその額に２分の１を乗じ

て得た額（その額が１万円を超えるときは、１万円）を減じた額（そ

の額に１円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てた額）」を加

える。 

第２条 北本市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を

次のように改正する。 

附則第６項中「には」の次に「、平成２６年３月３１日までの間」

を、「切り捨てた額）」の次に「からその額に２分の１を乗じて得た

額（その額が１万円を超えるときは、１万円）を減じた額（その額に

１円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てた額）」を加える。 
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議案第１５号参考資料 
議案第 

北本市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例新旧対照表（第１条関係） 
 

（下線は改正部分） 
現             行 改      正      案 

附 則 
 

１～５ 略 
（給料の切替えに伴う経過措置） 

６ 切替日の前日から引き続き同一の給料表の適用を受け

る職員で、その者の受ける給料月額が同日において受けて

いた給料月額（北本市職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例（平成２２年条例第３０号）の施行の日にお

いて職員である者にあっては、当該給料月額に１００分の

９９．５３を乗じて得た額とし、その額に１円未満の端数

を生じたときは、これを切り捨てた額とする。）に達しな

いこととなる職員（規則で定める職員を除く。）には、給

料月額のほか、その差額に相当する額を給料として支給す

る。 
 
 
７～１２ 略 

附 則 
 

１～５ 略 
（給料の切替えに伴う経過措置） 

６ 切替日の前日から引き続き同一の給料表の適用を受け

る職員で、その者の受ける給料月額が同日において受けて

いた給料月額（北本市職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例（平成２２年条例第３０号）の施行の日にお

いて職員である者にあっては、当該給料月額に１００分の

９９．５３を乗じて得た額とし、その額に１円未満の端数

を生じたときは、これを切り捨てた額とする。）に達しな

いこととなる職員（規則で定める職員を除く。）には、給

料月額のほか、その差額に相当する額からその額に２分の

１を乗じて得た額（その額が１万円を超えるときは、１万

円）を減じた額（その額に１円未満の端数を生じたときは、

これを切り捨てた額）を給料として支給する。 
７～１２ 略 
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議案第 

北本市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例新旧対照表（第２条関係） 
 

（下線は改正部分） 
現             行 改      正      案 

附 則 
 

１～５ 略 
（給料の切替えに伴う経過措置） 

６ 切替日の前日から引き続き同一の給料表の適用を受け

る職員で、その者の受ける給料月額が同日において受けて

いた給料月額（北本市職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例（平成２２年条例第３０号）の施行の日にお

いて職員である者にあっては、当該給料月額に１００分の

９９．５３を乗じて得た額とし、その額に１円未満の端数

を生じたときは、これを切り捨てた額とする。）に達しな

いこととなる職員（規則で定める職員を除く。）には、給

料月額のほか、その差額に相当する額からその額に２分の

１を乗じて得た額（その額が１万円を超えるときは、１万

円）を減じた額（その額に１円未満の端数を生じたときは、

これを切り捨てた額）を給料として支給する。 
 
 

附 則 
 

１～５ 略 
（給料の切替えに伴う経過措置） 

６ 切替日の前日から引き続き同一の給料表の適用を受け

る職員で、その者の受ける給料月額が同日において受けて

いた給料月額（北本市職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例（平成２２年条例第３０号）の施行の日にお

いて職員である者にあっては、当該給料月額に１００分の

９９．５３を乗じて得た額とし、その額に１円未満の端数

を生じたときは、これを切り捨てた額とする。）に達しな

いこととなる職員（規則で定める職員を除く。）には、平

成２６年３月３１日までの間、給料月額のほか、その差額

に相当する額からその額に２分の１を乗じて得た額（その

額が１万円を超えるときは、１万円）を減じた額（その額

に１円未満の端数を生じたときは、これを切り捨てた額）

からその額に２分の１を乗じて得た額（その額が１万円を

超えるときは、１万円）を減じた額（その額に１円未満の
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７～１２ 略 

端数を生じたときは、これを切り捨てた額）を給料として

支給する。 
７～１２ 略 

 



附 則 

 この条例中第１条の規定は平成２４年４月１日から、第２条の規定は

平成２５年４月１日から施行する。 


